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研究課題名 茶葉の低温保管システムの開発と作期拡大を可能とする新品種の育成

茶葉の低温保管システムの開発と実証試験

作期拡大を可能とする新品種の育成

生葉を低温保管し

香り緑茶を生産 輸出仕向け茶を生産
普通煎茶を生産

製茶途中の原料を
冷凍保管し

新品種「金谷33号」を育成し 晩生品種を選抜し

品種登録・実証試験
被覆技術や摘採時期
遅延による影響調査

摘採時期を拡大する

開発される技術を組み合わせ１工場あたりにおける
茶葉処理数量の２割向上が可能であることを示す

地域や目的に応じて生産者が選択出来る技術を開発し
汎用性の高い統合型作期拡大技術の確立を目指す

普通煎茶を生産

茶生産現場では従事者の減少や過密スケジュール，労働条件等から
工場の効率的な利用と稼働率の向上が求められている

◆ 低温保管を利用した稼働期間の延長
◆ 品種や栽培技術を利用した作期分散

により問題解決を目指す


	project_h30_gaiyozu_02　①左表
	project_h30_gaiyozu_02　②右図

